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第２章 基本的な導入手順（共通モデル） 

 

A．導入目的の明確化と受入体制づくり（P13） 

① 介護助手を導入する目的を明確にする 

② 職場内の受入体制を整える 
 
 

B．業務の切り出しと導入イメージの設定（ｐ15） 

① 普段の業務を振り返り、「周辺業務」を切り出す 

② 介護助手の導入イメージを考える 

③ 費用対効果を考える 
 
 

C．募集（ｐ20） 

① 効果的な募集方法を選択する 

② 掲載内容を検討する 

③ 募集をして、応募者の受付をする 
 
 

D．説明会・マッチング面談（ｐ23） 

① 説明会で、施設の考えを明確に伝え、応募者の意向を把握する 

② 応募者と施設の意向をすり合わせる 
 
 

E．雇用・就労（ｐ25） 

① 契約をして、受入準備をする 

② 就労を支援する 
 
 

F．振り返り・改善（ｐ26） 

① 介護助手の業務を振り返る 

② 施設として介護助手の取り組みを振り返る 
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 なお、業務の切り出しを行うにあたっては、各施設の利用者の状況や、現時点での介護職員の業務範囲

によっても、その効果等の影響が異なりますので、留意してください。 

 

＜視点２：職員体制＞ 

○高齢者だからこその経験を活かした業務 

レクリエーションへの参加などにおいて、利用者と同年代の方の企画は、その育った社会背景や考え

方の理解に優れ、入居者の方に好評なケースが多々みられます。職員側が教えを受ける面も想定され

ます。 

○一人ひとりに時間をかけたいけれど、職員だけでは難しい業務 

身体介護は基本的に想定しないのですが、例えば、食事介助について、職員の数が限られているの

で、食事介助が必要な人が増えると、丁寧な対応が難しくなります。嚥下などに支障のない利用者への

食事介助を行い、ゆっくりコミュニケーションをとりながら、食べていただくことができることも考えられます。 

○職員の業務範囲 

調理・清掃・洗濯など、現在の外部委託の状況により、介護助手業務として切り出せる業務量に大き

な差が出てきます。 

 

＜視点３：利用者＞ 

○利用者の判断能力・認知機能 

利用者の「見守り」や「話し相手」で求められる介護助手のレベルは、認知症か否かなど、利用者のコミ

ュニケーション能力により変わってきます。 

○利用者のＡＤＬ 

利用者のＡＤＬ、またそのばらつきにより、レクリエーションの内容やレクリエーションの中での利用者へ

の支援の方法なども異なってきます。レクリエーションの中で介護助手に何をお願いするのかは、都度調

整が必要になることが想定されます。 

 
  

Point：切り出し業務は現場の介護職員もチェック！ 

介護職員との役割分担、施設が目指すケア、利用者の状況を踏まえて切り出し業務を考えましょう。

その際、できるだけ現場の職員が参加して、どの業務を介護助手に任せるのかを話し合いましょう。そ

うすることで、介護助手を導入するのは自分たちのためであるという意識も作られます。 













22 

  

Point：「高齢者の募集」を明確に！ 

地域には、働き口を探していたり、社会に貢献したいという気持ちを持っている元気な高齢者が多く

存在します。そのような意欲のある方でも、「高齢な自分であっても役に立つことができるのか」「体力

面は大丈夫か」といった不安を抱かれることは多くあります。そのため、募集の段階で、「元気な高齢

者の方を必要としている」「身体介護等は行わず周辺業務をしていただく」ことを明確にしておくこと

で、不安の軽減につながります。 










